
荒神橋の由来
江戸時代から明治大正昭和初期に至る

今市の歴史とともに



戦国騒乱の時代に（550年前）、今村７軒と呼ばれわずか７軒く
らいの小さな村であった。瀬川村や平ケ崎村より新しい。

江戸に幕府が開かれ、徳川家の霊をまつる東照宮が日光山に造営
されるようになり、日光街道にそうだいな市場町、宿場町として
発展してきた。

《主な産業》

線香業 元冶元年（１８６４年）

醸造業 寛文年間（１６６１～１６６９年）大橋氏

天保１３年（１８４２年）渡辺氏初代文平氏が始める。

朝鮮人参栽培

鍛冶屋

今市宿の始まり





































URL :   noda-dent.com
google    で 日光 荒神橋 検索

荒神橋のだ歯科医院

野田正和


